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紅藻ヨツガサネの培養
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NOTOY A， M. and Y ABU， H. 1980. Platythamnion yezoense INAGAKI (Rhodophyta Cera-

miales，) in culture. Jap. J. Phycol. 29: 39-46. 

The spores released from the tetrasporangial and cystocarpic plants of Platythωnnion 
yezoense INAGAKI collected at Tachimachimisaki in Hakodate， Hokkaido were cultured under 
various temperatures (5-250C) and light intensities (500-8000 lux). The germlings of both 

tetra-and carpospores grew best at 150C and 5001ux， and they attained maturity fast at 
200C and 10001ux. About 2% of the spore germlings grew into abnormal plants bearing 

tetrasporangia and spermatium or tetrasporangia， spermatia and carpogonial branches. The 

plant bearing both tetrasporangia and spermatangial clusters was always derived from 
carpospore， while the plant bearing tetrasporangia， spermatia and carpogonial branches 
was always derived from tetraspore. The chromosome number was given as n=ca 30 and 

2n=ca 60. The chromosome count showed that the gametophyte was haploid and the 

tetrasporophyte was diploid. 

Key lndex Words: Ceramiales; culture; cytology; life history; Platythamnion 

yezoense. 
Masahiro Notoya and Hiroshi Yabu， Faculty of Fisheries， Hokkaido University， 

Hakodate， 041 Japan. 

ヨツガサネ Platythamnionyezoense INAGAKIは

INAGAKI (1935)により北海道忍路湾産材料を用いて

新種とし，和名をヨツパグ+と命名して報告された種

類である。その後 INAGAKI(1950)は岡村 (1923)

が既に Antithamnionplumula OKAMURA (和名ヨ

ツガサネ)として日本藻類図譜に記載されている種類

はヨツバグザとして報告したものと同一種であること

を確かめ， この学名を変更し Platythamnion属の

和名には以後ヨツガ+ネを用いることを提案した。

筆者らはこのヨツガサネの核相を見る目的で四分胞

子と果胞子の培養を行なっていたところ，同一体上に

四分胞子裳と精子嚢，四分胞子繋と雌雄の生殖器官を

有する種類の異常体が現われた。これらの異常体の胞

子を培養し異常体に生じた精子を用いて交雑実験をも

試み，二三興味ある知見を得ることができた。又，胞

子の発芽体については温度と照度の発生に及ぼす影響

をも調べた。

材料に使用したヨツガサネは1979年5月23日に函館

市立待岬で採集した四分胞子体と雌性体それぞれ 1個

体である。これらの体は市内の北大水産学部に持ち帰

り胞子の放出を行なった。放出した胞子はミクロピベ

ットで吸い上げて滅菌海水中に移し入れ，この操作を

数回繰り返した後，胞子をスライドグラス上に付着さ

せ培養を開始した。培養液としては modifiedGRUND 

medium (McLACHLAN 1973)を用いた。

実験並びに結果

1. 胞子発芽体に及ぼす温度と照度の影響.

本実験には三洋恒温器 ModelSHR-I00を使用し

て温度を 50C， 1OoC， 150C， 20oC， 250C，照度を

5001ux， 10001ux， 20001ux， 40001ux， 80001ux.光周

期を12時間明期， 12時間暗期として 8週間培養した。

四分胞子と果胞子の大きさはともに 16-23μ であ

るがその平均値は四分胞子は 18.6μ 果胞子は 19.5μ

で果胞子は四分胞子よりも幾分大きし、。両胞子ともに

直立型の発生を行ない，その後体は羽状の枝を形成し

てくる (Fig.3， E)。

四分胞子と果胞子の発芽体は 80001ux の高照度で

はいずれの温度でも培養開始後 2-3日で全て死滅し

た。又 50C の低温ではいずれの照度でも培養開始後

8週間を経ても体長は未だ約 6μ しにか達せず，生殖

器官は形成されなかった。
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Fig. 1. Growth in culture of tetraspore germlings of Platythamnion yezoense INAGAK[ 

at various temperatures and light intensities. 
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at various temperatures and light intensities. 
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Fig. 3. Plalytham悶ionyezoense 11、iAGAJ<1in culture. A-l. Various stages of tetraspore 

germlings: A-C. Liberated tetraspore. D. Tetraspore germling in 2 day culture. E 

Tetraspore germling in 7 day culture. F. Part of the male plant in 20 day culture. G. 

Part of the branch bearing spermatangial sori in male plant. H. Part of the female plant 

in 20 day culture， showing the formation of carpogonial branch. 1. Cystocarp of female 

plant in 35 day culture. j-M. Various stages of carpospore germlings: j. Liberated car-

pospore. 1く.Carpospor巴 germlingin 2 day culture. し.More advanced stage. M. Mature 

tetrasporophyte in 30 day culture. Scale in Fig. A applies also to Figs. B-F & l-M and to 

Fig. H is in scale in Fig. G. 

温度 10 ' C~25'C ， 照度 500 lux~4000 lux で培養

した胞子発芽体の生長経過を Figs.1-2に示す。この

図に見られる如く ，同じlfut度とj限度では凶分胞子発芽

イ本と果胞子発芽体はほぼ問機に ~t 育し 組度 15'C，

!何度 500luxで培養 した場合に最も成長がよく，培養

開始後 8週目には体長は 20mmに達 した。 しかし視

度 20'C，照度 10001uxで培養した場合にii!i.も早く成

熟し，培養開始後Ml性体は 2週r:n.mEt'l体は4迎lifJ.

四分胞子体は 3週間で成熟休が得られた。

Fig. 3はn'lt度 20'C，照度 2000lux で地主主 した正

常発芽体の生育過程を示 したものである O 今回の培養

では択 7;~'体 ( F i g . 4)として県胞子発芳体よりは同一

体に精子裂と凹分胞子裂を生じるもの，四分JJ包子発;!;jニ

休よりは同一体に円分j胞子裂とltit!tkの生殖探官を生じ

るものとが現われた。後者の場合にはJj台原列が最も早

く現われ，次いで四分JJ包子裂が生じ，最後に粁i子裂が

体の小紋に形成された。異常体の発生率は約 2%であ

った。

2 異常体から放1:1:¥された}j;包子の培売と交菊五笑!放

同一体に精子議と匹!分胞子裂を生じる体から得られ

た凶分}j包子の培苑 ・四分)J包子は培養1~lj始 5 週間後には

やj，長約 10mmに述 して成熟 し そ の うち98%の体が
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Fig. 4. Abnormal thalli of Plalylhamnion yezoense [r、IAGAI<Ibearing two or three kinds of 

reproductive organs in culture. A & B. Parts of the thallus bearing tetrasporangia (tsp) 

and spermatangial clusters (sp) in 30 days culture of carpospore. C. Part of the thallus 

bearing tetrasporangia (tsp)， carpogonial branch (cp) and spermatangial clusters (sp) in 

30 days cultur巴 oftetraspore. o. Part of the thallus of the same plant shown in Fig. C， 
40 days culture; showing the formation of gonimoblast (g) and mature tetrasporangia 

(tsp). Scal巴 inFig. A. also applies to Figs. C.O. 

正常な~tiíjíFoの配信:体 ， 残りの 2 %が l可一体に~tiUtl の生

別協官と四分Jl包子裂を有する)!(~;;~イヰとなった。そして

この体より放出された四分胞子は同一体にM:liflの生殖

加古と四分JJ包子裂を生ずる体に生長し，一方来JJ包子は

正~ii~'な四分胞子体 (98%) と同一体に精子裂と I~l分胞

子裂を有する休 (2~五)となった。

同一体に四分}]包子裂とi低利iのノUil自然irを有する体か

ら得られた1担分胞子と果胞子￠培養 : この~IQ~ì;~'体より

1#f られた四分JJ包子と巣}j包子は培技 5 ~6 迎 日 に 1O~1l

mmの体長に達して成熟した。四分JJ包子は全て同一体

に附[;1m の生殖{{~官と四分J1~子裂を有する休をとL じ ， 一

カ来月包干はそ¢多くはIU;¥な匹分j佐子体となり，残り

が同一側、に匹・分n色子裂と利子裂を有するやfになった。

この正 ~ì~・な匹分j胞子体より放 出 されたP-S分}j~子は正常

な配似件。c ほ泊に再び~tiUJ(o.コ生殖器官と匹分胞子室長と

を布するやれを:1: じ ， 一方区分胞子 wl と ~í子裂を生じた

体より得たl些:分 JJ包子はi艮 f);に匹分胞子発芽や~より得た

占'~.'?;~.í本に場合と |吋じく正常な配イ肉体のほかに~tiU;ftの生

殖~~~tì・ と匹分JJ包子とを有する体となった。

県 ?t~ 体に:":1 じた精子と útií 性体との 3<:.来{i: : 交~!jH土問一

体上に凶分JJ~子抜と精子議， 四分 JJ包子識と úUU;f/:の生目立

総'fr'を有する 21遅刻の県常体から成熟 した精子畿のあ



るJ伎の部分を切り取り正常な成熟中のlltif伯:体の{止と共

に小型シャ ーレに移し入れた。それぞれ組の培養を行

ない観察に供したが， し、ずれの ~tií 性体にも fliHIミは形成

されず受精は行われないと判定された。

3. 細胞学的観察.

培養して得られた凶分胞子体と~tií:Mjの配イ肉体， :sli-.び

にそれらの体から放出された胞子の発芽体を酢自主，ア

ルコ ーノレ (1: 3)の液で悶定 し，ウイ ットマンの液

(WITnIA:-.i:-.i 1965)で染色した。

体細胞分裂 .四分!胞子体と有性体の (Fig.5， 0 & 

F) 小校の頂端又はその付近の潟H胞とに分裂{象が得ら

れた。 染色体数は匹分JJ包子手j;の細胞では40~60 ， ~íJfj; 

配f肉体の細胞では28~30 ， 四分胞子発芽休の細胞では

24-30，果JJ包子発芳体の細胞では39-50であった。

20μm A 

Platythamnion yezoense in culture 43 

凶分j胞子'!l!~内に於ける核分裂:正常な体と上述の異

常体に生す'る四分胞子型車内に於ける核分裂の相違につ

いて磁めるのが主な目的であったが，異常体では材料

が少なく充分な観察を行なうことができなかった。そ

のためこ こでは正常な体に形成される四分胞子袋内核

分裂について述べる。

四分JJ包子裂内に於ける核分裂では第 l分裂のディア

キネシスj切に核は最も大きく (Fig. 5， A)なり，こ

のH与Jmに約30(Fig. 5， A)の染色体数が得られた。第

l分裂中J切の頃に胞子裂内の細胞質に隔l伎の形成が始

まる (Fig.5， B)。多数の中期側面観が得られたがい

ずれも績に中心体は認められなし、。細胞質が完全に 2

分された後，1胞子裂の長取Iiと直角の方向に第 2回核分

裂が開始されるがこの分裂にIi札、ても約 30 (Fig. 5， 

c 

Fig. 5. Nuclear divisions in Platythamnioll yezoense lNAGAl<1. A. Late prophase of the 

first nuclear division in tetrasporangium. B. Metaphas巴 of the first nuclear division in 

tetrasporangium. C. Metaphase of the second nuclear clivision in tetrasporangium. D. Me-

taphase in th巴 somaticcell of male plant. E. Various stages of the nuclear division in the 

cell of antheridial cluster. F. Metaphase in the somatic cell of female plant. Scale in 

Fig. A applies to Figs. B-F. 
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Table 1. Abnormal thalli with two or three kinds of reproductive organs hitherto 
reported in the subfami1y Antithamnieae. 

Species 

Antithamnion defectum 

A. pygmaeum 

A. spirographidis 

A. tenuissimum 

Platythamnion sp. 

P. polyspora 

P. yezoense 

Investigator 

LEE & WEST 1980 

WEST & NORRIS 1966 

DREW 1955 

HAUCK 1878 

OLLIVIER 1929 

FELDMANN.MAZOYER 1940 

FELDMANN 1942 

SUNDENE 1964 

L'HARDY.HALOS 1968 

RUENESS & RUENESS 1973 

WEST & NORRIS 1966 

ITONO 1977 

NOTOYA & YABU (present study) 

Sex distinction Source 

♀+o Culture 

E8+o Culture 

♀+o Culture 

E8+♀;E8+o Nature 

E8+♀;窃+o Nature 

E8+平 Nature 

E8+o Nature 

E8+o Culture 

E8+♀+o Nature 

E8+o Culture 

E8+o Culture 

E8+♀ Nature 

E8+♀+o;E8+o Culture 

Fig. 6. Life cyc1e in the culture of Platythamnion yezoense INAGAKI， collected at Tachi. 
machi.misaki in Hakodate， Hokkaido on May 23， 1979. 



C)の染色体を見た。

有性体の生殖細胞形成の際の核分裂:雄性体の造精

器内では分裂中の核が容易に得られるが極めて小さい

細胞内に多数の染色体が存在するため染色体数を確か

めることは困難である (Fig.5， E)。しかし精母細胞

と形成されたばかりの精子内で稀に約30の染色体を認

めた。

考 察

紅藻イギス科フタツガサネ亜科 (Antithamnieae

HOMMERSAND 1963)ではヨツガザネ属とフタツガサ

ネ属で同一体上に四分胞子嚢と有性生殖器官を有する

体，或いfi雌雄同株の体の見られたことが今迄に数例

(Table 1)報告されている。

我々が函館で今回採集したヨツガサネの培養では正

常体のほかに異常体として四分胞子褒と精子褒を有す

る体，四分胞子嚢と雌雄の生殖器官を有する体との 2

種類の体が現われたが，これら正常と異常の体から放

出された胞子を更に継続して培養を行ない生活史を明

らかにすることができた。

本培養で生じた異常体では四分胞子護と精子嚢を有

する体は必ず果胞子から生じ四分胞子嚢と雌雄両性

との三者の生殖器官を有する体は四分胞子から生ずる

が，この後者の異常体に生ずる四分胞子は再び必ず四

分胞子褒と雌雄の生殖器官とを生ずる体となった。こ

れらの培養の結果を総括し，我々の用いた材料のヨツ

ガサネの生活環を図示すると Fig.6の如くとなり，

本研究で生じた2種類の異常体は偶発的に生じたもの

ではなく異常体を遺伝的に生ずる要因を有する株であ

ったことが判る。函館近辺に産するヨツガサネのいず

れもがそのような異常体を生ずる生活史を行なうかど

うかについては今後改めて材料を採集して確かめる予

定である。

細胞学的研究では材料不足のため異常体では核分裂

を充分観察することができなかった。しかし正常体で

は n=約30，2n=約60の染色体数が得られ， 又， 四

分胞子褒内では減数が行われることを見た。ヨツガサ

ネ亜科の植物では現在までに AntithamnionPlumula 

で n=23，2n=46 (MAGl、!E1964)， A. sPirograPhi-

disで n=32-34(RAO 1960)， A. tenuissimumで

n=約32，2n=約64 (RUENESS & RUENESS 1973) 

の染色体数が報告されており，我々の今回得たヨツガ

サネの染色体数は AntithamnionspirograPhidisと

A. tenuissimumのものと近似した。
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